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ト
ピ
ッ
ク
ス

経
済
団
体

2

経
済
同
友
会
が
21
世
紀
の
働
き
方
を
提
言

　

経
済
同
友
会
（
代
表
幹
事
・
桜
井
正
光
リ

コ
ー
会
長
）
は
五
月
九
日
、「
二
一
世
紀
の
新

し
い
働
き
方
『
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ 

イ
ン
テ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
を
目
指
し
て
」
と
題
す
る

提
言
を
公
表
し
た
。
会
社
で
の
働
き
方
と
個

人
の
生
活
を
柔
軟
か
つ
高
次
元
で
統
合
・
運

用
す
る
こ
と
で
、
生
産
性
や
成
長
の
拡
大
を

実
現
す
る
と
と
も
に
、
働
く
人
が
充
実
感
と

幸
福
感
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
め
ざ
す
と
し
て
、

企
業
内
ル
ー
ル
や
労
働
法
制
・
制
度
の
改
革

な
ど
を
訴
え
て
い
る
。

行
き
詰
ま
っ
た
20
世
紀
型
の
働
き
方

　

提
言
は
五
つ
の
主
張
を
示
し
た
。
ま
ず
、

現
状
認
識
と
し
て
、
日
本
企
業
は
二
〇
世
紀

終
盤
の
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た
段
階
か
ら
、（
終

身
雇
用
、年
功
序
列
、企
業
内
労
働
組
合
の
）

い
わ
ゆ
る
「
三
種
の
神
器
」
を
基
本
構
造
と

す
る
「
二
〇
世
紀
型
働
き
方
」
の
行
き
詰
ま

り
に
気
付
い
た
と
指
摘
し
た
。
企
業
は
、
男

女
均
等
化
策
と
し
て
の
『
コ
ー
ス
別
人
事
』

を
始
め
た
り
、
脱
年
功
化
と
し
て
成
果
給
や

賃
金
カ
ー
ブ
の
フ
ラ
ッ
ト
化
な
ど
を
導
入
。

人
件
費
の
高
騰
に
対
し
て
も
早
期
退
職
勧
奨

制
度
や
新
卒
の
採
用
抑
制
な
ど
を
行
う
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
モ
デ
ル
の
手
直
し
に
取
り
組

ん
で
き
た
も
の
の
、
結
果
と
し
て
全
体
の
流

れ
を
変
え
る
よ
う
な
成
果
は
見
ら
れ
ず
、「
長

期
不
況
の
な
か
で
緊
急
避
難
的
に
実
施
し
た

コ
ス
ト
削
減
に
偏
っ
た
成
果
主
義
に
対
す
る

反
発
や
、『
就
職
氷
河
期
世
代
』、
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
の
発
生
な
ど
、
む
し
ろ
停
滞
感
と
社

会
的
不
正
義
の
問
題
を
醸
成
し
た
」
と
、
こ

れ
ら
の
手
直
し
が
機
能
不
全
を
起
こ
し
て
い

る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

さ
ら
な
る
「
競
争
と
選
択
」
を

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
日
本

の
進
路
は
「
少
子
高
齢
化
」「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
と
Ｉ
Ｔ
化
の
進
行
に
伴
う
経
営
イ

ン
フ
ラ
・
枠
組
み
の
変
化
」「
温
暖
化
対
策
や

企
業
の
社
会
的
責
任
、
働
く
人
の
ニ
ー
ズ
に

適
応
し
た
雇
用
の
あ
り
方
な
ど
の
社
会
性
の

要
請
」
の
流
れ
を
見
据
え
た
、さ
ら
な
る
「
競

争
と
成
長
」
の
道
を
選
択
す
べ
き
だ
と
訴
え

て
い
る
。

求
め
ら
れ
る
「
人
材
フ
ル
活
用
」

　

次
の
め
ざ
す
べ
き
経
営
の
視
点
で
は
、「
四

つ
の
ね
ら
い
」
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
と
提

起
し
た
。
少
子
化
に
よ
る
労
働
力
の
量
の
減

少
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
女
性
、

高
齢
者
、
若
年
者
、
外
国
人
な
ど
の
「
社
会

挙
げ
て
の
『
人
材
フ
ル
活
用
』」
が
求
め
ら

れ
る
と
主
張
。
ま
た
、
量
の
確
保
だ
け
で
な

く
、
働
き
方
の
「
質
」
も
転
換
さ
せ
て
、
生

産
性
の
向
上
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、

高
度
人
材
の
育
成
・
確
保
と
個
の
自
立
と
成

長
を
可
能
に
す
る
労
働
市
場
の
整
備
の
必
要

性
を
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
、
量
と
質
の
変
革
を
支
え
る
に
は
、

正
社
員
、
非
正
社
員
問
わ
ず
「
働
く
人
の
幸

せ
」
の
実
現
が
欠
か
せ
な
い
と
し
て
、
個
々

人
の
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
、
仕
事
上
の
成
長

が
実
感
で
き
る
選
択
肢
が
用
意
で
き
る
こ
と

も
重
要
だ
と
し
た
。
こ
の
際
、「
非
正
規
社
員

と
い
う
選
択
自
体
が
、
必
ず
し
も
自
動
的
に

『
不
幸
せ
』
を
意
味
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

そ
の
認
識
に
立
っ
て
、
働
く
人
全
体
の
幸
せ

の
向
上
に
つ
な
が
る
幅
広
い
目
配
り
を
す
る

こ
と
が
、
結
果
と

し
て
働
く
人
の
活

力
を
高
め
、
生
産

性
を
向
上
さ
せ
る

道
と
も
な
る
」
と

の
見
解
も
示
し
て

い
る
（
表
）。

　

そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
ね
ら
い
を
、

長
期
的
視
点
に
立

っ
た
経
営
や
現
場

中
心
の
プ
ロ
セ
ス

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

合
意
と
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
に
よ
る
実
行

精
度
の
高
さ
な
ど

の
日
本
固
有
の
価

値
の
維
持
・
強
化

に
結
び
つ
け
る
べ

き
だ
と
論
じ
て
い

る
。

「
新
・
三
種
の
神
器
」
の
構
築
を

　

第
三
に
、
こ
の
よ
う
な
「
ね
ら
い
」
を
実

現
さ
せ
る
働
き
方
と
し
て
、「
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ

フ 

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
掲
げ
た
。

提
言
は
、
日
本
企
業
の
働
き
方
の
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
近
年
、
関
心
を
集
め
る
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」の
考
え
方
を
、「『
仕
事
』

と
『
生
活
』
を
対
立
的
に
捉
え
、
二
律
背
反

の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
点
で
、
ま
だ
十
分

と
は
言
え
な
い
」「
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支

援
策
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
む
し
ろ

今
後
は
高
齢
者
の
活
用
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
志
向
す
る
若
年
者
等
も
含
め
た
幅
広
い
働

き
方
全
般
の
見
直
し
と
捉
え
る
べ
き
」
な
ど

と
指
摘
。
加
え
て
、「『
安
定
し
て
い
る
が
仕

事
偏
重
の
正
社
員
』
と
『
生
活
を
重
視
で
き

る
が
不
安
定
な
非
正
規
社
員
』
と
い
う
二
極

化
を
温
存
し
た
ま
ま
で
は
、
就
業
形
態
に
よ

る
待
遇
格
差
の
固
定
化
に
繋
が
る
」
と
の
懸

念
も
訴
え
た
。

　

そ
の
う
え
で
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
考
え
方
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
そ
れ
に
付
随
す
る
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ

か
ら
脱
却
し
、
本
来
持
っ
て
い
る
ね
ら
い
を

表
現
す
る
」
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

「
仕
事
」
と
「
生
活
」
が
相
乗
効
果
を
発
揮

す
る
「
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ 

イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
を
提
案
。
そ
れ
を
具
現
化
す
る
た

め
の
働
き
方
と
し
て
、
①
職
務
に
基
づ
く
個

人
と
会
社
の
契
約
（
職
務
・
役
割
主
義
）
②

流
動
化
を
前
提
に
人
を
育
て
、
人
を
活
か
す

（
”人
財
“
主
義
）
③
多
様
な
人
材
の
多
様

な
働
き
方
を
認
め
る
（
多
様
性
主
義
）―

―

の
「
新
・
三
種
の
神
器
」
を
打
ち
出
し
、
そ

表　現在の就業形態満足度

正社員
契約社員
嘱 託

フリーター パート 派遣
業務委託
（一社専属）

業務委託
（複数社と契約）

全体

76.7 59.4 50.1 75.0 62.9 75.7 57.1 73.9

（リクルートワークス研究所「ワーキングパーソン調査2006」より）
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の
構
築
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
（
図
１
）。

職
務
・
役
割
ベ
ー
ス
の
人
事
・
報

酬
制
度
を

　

経
営
者
が
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
施
策

に
つ
い
て
は
、
各
企
業
が
自
社
に
と
っ
て
必

要
な
職
務
・
役
割
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
す

べ
て
の
始
ま
り
に
な
る
と
し
た
。
明
確
化
し

た
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
正
対
価
を
定
め
、
職

務
・
役
割
ベ
ー
ス
の
報
酬
制
度
を
確
立
す
る
。

こ
の
際
、適
正
対
価
の
算
定
が
困
難
な
職
務
・

役
割
が
あ
る
場
合
は
、
同
じ
職
務
・
役
割
を

担
う
非
正
規
社
員
と
対
比
し
、
配
置
転
換
や

転
勤
、
残
業
な
ど
職
務
・
役
割
そ
の
も
の
の

価
値
に
上
乗
せ
さ
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
部
分
を

「
見
え
る
化
」
し
て
そ
の
分
を
差
し
引
き
、

適
正
価
格
を
明
ら
か
に
す
る
発
想
も
あ
り
得

る
と
い
う
（
図
２
）。

　

評
価
は
、
職
務
・
役
割
に
期
待
さ
れ
る
標

準
成
果
を
基
準
に
、
個
人
の
目
標
設
定
と
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
・
ベ
ー
ス
の
成
果
で
実
施
。
昇

格
・
昇
給
も
就
業
形
態
に
関
わ
り
な
く
、
職

務
・
役
割
ベ
ー
ス
で
行
う
こ
と
を
め
ざ
す
。

　

賞
与
と
福
利
厚
生
に
関
し
て
は
、
現
行
が

「『
夫
片
働
き
・
専
業
主
婦
』
を
前
提
と
し
、

就
業
形
態
を
越
え
た
人
材
流
動
化
を
妨
げ
、

格
差
を
助
長
す
る
よ
う
な
『
壁
』
に
な
っ
て

い
る
」
と
し
て
、「
正
社
員
・
非
正
規
社
員
に

関
わ
り
な
く
同
一
化
す
る
よ
う
」
努
め
る
。

退
職
金
も
、「
終
身
雇
用
を
前
提
に
設
計
さ
れ
、

そ
れ
を
優
遇
・
固
定
化
す
る
よ
う
な
税
制
の

あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
職
務
・
役
割
に
基
づ
く
多
様
な
雇

用
契
約
の
拡
大
や
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務

制
度
）
の
環
境
整
備
な
ど
を
行
う
こ
と
も
重

要
と
し
た
。

労
働
法
制
は
横
割
り
の
共
通
ル
ー
ル
に

　

一
方
、
提
言
は
労
働
関
連
法
制
・
制
度
の

改
革
に
も
言
及
し
て
い
る
。
労
働
法
制
に
つ

い
て
は
、
個
別
の
労
働
契
約
に
基
づ
く
多
様

な
働
き
方
が
定
着
し
た
段
階
で
、「
派
遣
法
、

パ
ー
ト
労
働
法
な
ど
雇
用
契
約
・
形
態
別
の

縦
割
り
の
労
働
法
制
を
抜
本
的
に
改
め
、
横

割
り
の
共
通
ル
ー
ル
に
再
編
成
す
べ
き
だ
」

と
主
張
。
税
制
や
社
会
保
険
制
度
も
、「
正
社

員
・
非
正
規
社
員
に
関
係
な
く
、
労
働
時
間

以
外
の
す
べ
て
の
労
働
条
件
を
均
衡
さ
せ
る

た
め
に
は
、そ
の
改
革
を
避
け
て
通
れ
な
い
」

と
し
て
、
配
偶
者
控
除
の
廃
止
な
ど
を
求
め

て
い
る
。

　

解
雇
ル
ー
ル
・
制
度
は
、「
職
務
・
役
割
主

義
」
が
定
着
し
た
後
は
、
労
働
力
の
流
動
化

が
進
展
す
る
と
の
観
点
か
ら
、「
今
後
、職
務
・

役
割
ベ
ー
ス
の
契
約
に
転
換
し
、
働
き
方
や

職
務
を
労
働
者
が
自
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
企
業
に
よ
る
解
雇
へ
の
規
制
は
、
現
在

よ
り
緩
め
て
然
る
べ
き
」
と
し
た
。

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
も
提
起

　

流
動
化
す
る
労
働
市
場
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
の
充
実
策
で
は
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
を
盛
り
込
ん
だ
。
地
域
別
最
賃
は
、
働
く

こ
と
へ
の
意
欲
を
阻
害
し
な
い
水
準
に

設
定
す
る
と
と
も
に
、
企
業
に
お
い
て

も
、
労
使
の
話
し
合
い
に
よ
る
非
正
規

社
員
を
含
め
た
企
業
内
最
賃
協
定
の
締

結
を
促
し
た
。

　

な
お
、
外
国
人
雇
用
に
関
し
て
も
、

留
学
生
や
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
外

国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
の
拡
大
な
ど

を
提
起
し
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
提
言
は
、
企
業
内
ル
ー
ル

と
労
働
関
連
法
制
・
制
度
に
ま
た
が
る

改
革
と
し
て
、
流
動
化
促
進
の
呼
び
水

と
し
て
の
「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
」
の
普

及
・
定
着
や
、
専
門
性
・
ス
キ
ル
の
低

い
人
向
け
の
職
業
訓
練
の
充
実
、
企
業

内
労
働
組
合
の
根
本
的
な
変
質
の
必
要

性
な
ど
に
も
触
れ
て
い
る
。

人
財
の
集
ま
る
魅
力
あ
る
企
業
を

　

最
後
に
提
言
は
、「『
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ 

イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
の
ね
ら
い
は
、
価
値

創
造
と
生
産
性
向
上
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
、

次
世
代
を
育
て
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
だ
」
と
強
調
、
そ
れ
を
支
え
る
「
人

財
」
が
集
ま
る
魅
力
あ
る
企
業
を
造
る
こ
と

が
、「
経
営
者
の
第
一
の
責
務
」
と
結
論
付
け

て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

図１　21世紀型「ワーク&ライフ インテグレーショ
ン」モデル

図２　職務・役割ベースの報酬制度




